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６月27日から29日まで、「平和展」が開催されました。＜市役所７階市民展示ホールにて＞

基
本
構
想

綾
瀬
市
総
合
計
画
２
０
３
０
基

本
構
想
の
う
ち
、
産
業
連
携
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
と
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
地
方
創
生

に
取
り
組
む
実
現
化
方
策
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
で
、
可
決
し
ま

し
た
。 綾

瀬
市
立
公
民
館
条
例
及
び
綾
瀬
市
自
治
会
館
条
例
の

綾
瀬
市
立
公
民
館
条
例
及
び
綾
瀬
市
自
治
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
賛
成
多
数
で
可
決

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
賛
成
多
数
で
可
決

例
を
は
じ
め
と
す
る
３
議
案
を
そ

れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

動
産
の
取
得

ガ
ス
式
連
続
焼
物
機
の
取
得
を

可
決
し
ま
し
た
。

市
道
路
線
の
認
定

開
発
行
為
に
よ
り
帰
属
さ
れ
た

道
路
の
認
定
２
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。人

事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

栗

博
之
氏
（
深
谷
上
）、
和

田
美
奈
子
氏
（
上
土
棚
中
）、
古

塩
佳
子
氏
（
吉
岡
）
、
久
貝
康
裕

氏
（
大
上
）
を
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

○
給
食
の
無
償
化
に
際
し
、
質
・

量
の
確
保
を
担
保
す
る
た
め
の
国

に
よ
る
十
分
な
予
算
措
置
を
求
め

る
意
見
書

給
食
の
質
及
び
量
の
担
保
を
可

能
と
す
る
十
分
な
予
算
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
自
治
体
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

○
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

冤
罪
被
害
者
を
早
く
確
実
に
救

済
す
る
た
め
に
、
一
刻
も
早
く
再

５
月
臨
時
会

正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議

長
に
齊
藤
慶
吾
議
員
、
副
議
長
に

金
江
大
志
議
員
を
選
出
し
た
ほ

か
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
と
各

常
任
委
員
会
委
員
、
基
地
政
策
特

別
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
高
座
清
掃
施
設
組

合
と
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会
議

員
の
選
挙
を
行
い
、
本
市
議
会
選

出
議
員
も
決
ま
り
ま
し
た
（
各
委

員
会
な
ど
の
構
成
一
覧
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。補

正
予
算

一
般
会
計
（
第
１
号
）
と
し

て
、
総
額
を
２
億
８
５
２
３
万
７

千
円
増
額
す
る
も
の
で
、
可
決
し

ま
し
た
。

人
事
案
件

○
綾
瀬
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て石

井
麻
理
議
員
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
市
政
な
ら
び
に
議
会
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
私
ど
も
は
議
長
な

ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、
責
任
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
突

入
し
た
現
在
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
、
議
会
が
担
う
役

割
は
、
よ
り
重
要
性
を
増
し
て

お
り
、
皆
さ
ま
の
声
を
背
景
に

執
行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
に

よ
り
、
市
政
の
発
展
に
有
効
な

政
策
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
は
、
終
始
中
立
公
正

な
立
場
で
議
会
運
営
に
努
め
、

市
民
生
活
向
上
の
た
め
最
善
の

努
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副議長
金江　大志

議　長
齊藤　慶吾

６
月
定
例
会
が
、６
月
２
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

綾
瀬
市
総
合
計
画
２
０
３
０
基
本
構
想
の
変
更
に
つ
い
て
、
市
道
路
線
の
認
定
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
な
ど
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
13
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
請
願
１
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
で
は
、
意
見
書
２
件
を
可

決
し
ま
し
た
。
陳
情
は
３
件
を
趣
旨
不
了
承
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
臨
時
会
が
５
月
13
日
に
開
か
れ
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
市
長
提
出
議
案

の
４
件
を
審
議
し
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
、同
意
、承
認
す
る
と
と
も
に
、新
し
い
正
副
議
長
や
各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

７
月
臨
時
会
が
７
月
28
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
２
号
、
第
３

号
）
と
し
て
、
総
額
を
９
１
６
万

５
千
円
減
額
す
る
も
の
で
、
２
議

案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

条　
例

綾
瀬
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

審
法
を
改
正
す
る
よ
う
強
く
求
め

る
も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

報　
告

○
令
和
６
年
度
綾
瀬
市
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て○
令
和
６
年
度
綾
瀬
市
一
般
会
計

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
綾
瀬
市
公
共
下
水

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

○
令
和
６
年
度
綾
瀬
市
公
共
下
水

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

（
事
故
繰
越
し
）
に
つ
い
て

議　員
石井　麻理

専
決
処
分
の
承
認

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
綾
瀬

市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
、
地
方

税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
綾
瀬

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
で
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
ま
し
た
。

7
月
臨
時
会

不
動
産
（
建
物
）
の
取
得

（
仮
称
）
綾
瀬
市
総
合
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
教
育
支
援
教
室
棟
の

取
得
を
可
決
し
ま
し
た
。
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市
政
に
対
す
る

市
政
に
対
す
る一

般
質
問

一
般
質
問

市長や議員が
提出

委員会で審査をしないもの

市長に結果を送付

意見書は国・県など
関係行政庁に提出

議
案
は
、
こ
の
よ
う
に

審
議
さ
れ
ま
す

本
会
議
で
議
案

の
提
案
説
明

本
会
議
で
委
員
会
の

審
査
結
果
を
報
告

所
管
委
員
会
に
付
託

（
審
査
を
委
ね
る
こ
と
）

議
案
に
対
す
る
質
疑

報
告
に
対
す
る
質
疑

討
　
論（
　
）
賛
成

反
対

採
　
決（
　
）
可
決

否
決

委
員
会
審
査

あ
や
せ
未
来
会
議　
安
藤
多
惠
子

愛
さ
れ
続
け
る
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
で
あ
る
た
め
の
運
営
方
針
は 一

般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議

員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

６
月
定
例
会
で
は
、
６
月
16
日
・
17
日
の
本
会
議
で
12
人
の
議
員
か
ら
質
問
が

行
わ
れ
、論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す（
掲

載
は
質
問
順
、
4
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）。

見
出
し
下
部
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
各
議
員

の
一
般
質
問
の
録
画
映
像
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
綾
瀬
市
障
が
い
児
福
祉
計
画
の

状
況
と
も
み
の
木
園
に
つ
い
て

Ｑ　
綾
瀬
市
障
が
い
児
福
祉
計

画
に
基
づ
く
も
み
の
木
園
の
事
業

概
要
と
療
育
体
制
は
。

Ａ　
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事

業
と
し
て
、
発
達
に
遅
れ
や
心
配

が
あ
る
２
歳
６
カ
月
児
か
ら
未
就

学
児
ま
で
を
対
象
に
、
生
活
習
慣

の
自
立
や
機
能
訓
練
な
ど
、
一
人

一
人
に
合
っ
た
療
育
と
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　
も
み
の
木
園
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
基
づ
き
指
定
管
理
者
を
導

入
す
る
が
、
現
状
と
の
違
い
は
。

Ａ　
建
物
は
、
医
療
的
ケ
ア
児

に
も
対
応
で
き
る
個
別
指
導
室
、

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
日
中
一
時

支
援
用
教
室
や
遊
戯
室
を
新
た
に

導
入
し
、
相
談
室
を
１
部
屋
か
ら

２
部
屋
へ
拡
充
し
て
い
る
。
運
営

面
で
は
、
現
在
の
機
能
に
加
え
、

親
子
療
育
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受

け
入
れ
、
在
宅
訪
問
支
援
や
作
業

療
法
を
取
り
入
れ
た
療
育
を
、
新

規
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　
経
費
と
物
価
変
動
の
リ
ス

ク
分
担
は
ど
の
よ
う
な
取
り
決
め

に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
物
価

変
動
に
よ
る
協
定
書
の
変
更
は
あ

る
か
。

Ａ　
指
定
管
理
料
は
、
５
年
間

の
人
件
費
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
物

●
あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
未

来
に
向
け
て

Ｑ　
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
続
け
る

あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
ど
の

よ
う
な
覚
悟
で
追
及
し
、
持
続
可

能
と
し
て
い
く
の
か
。ま
た
、品
質

維
持
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
い

●
病
院
の
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ　
新
興
感
染
症
対
策
に
着
眼

し
た
公
立
病
院
の
誘
致
活
動
を
し

な
い
か
。

Ａ　
県
保
健
医
療
計
画
で
は
、

新
興
感
染
症
発
生
時
に
、
最
終
的

に
は
５
万
１
０
０
０
床
を
確
保
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

が
属
す
る
県
央
二
次
医
療
圏
は
病

床
過
多
地
域
で
あ
る
た
め
、
特
別

枠
と
し
て
の
病
床
確
保
は
困
難
で

あ
り
、誘
致
は
難
し
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
厚
木
基
地
に
隣
接
す
る
国

有
地
を
総
合
病
院
の
用
地
と
し
て

活
用
し
な
い
か
。

Ａ　
周
辺
の
国
有
地
は
国
の
行

政
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合

病
院
誘
致
の
候
補
地
と
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
捉
え
、
今
後
、
最

適
な
候
補
地
を
選
定
し
て
い
く
。

Ｑ　
自
衛
隊
病
院
の
誘
致
は
で

き
な
い
か
。

Ａ　
国
が
設
置
し
た
「
自
衛
隊

病
院
等
在
り
方
検
討
委
員
会
」
で

全
国
の
自
衛
隊
病
院
を
整
理
、
統

合
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
自
衛
隊
横

須
賀
病
院
の
建
て
替
え
が
進
め
ら

れ
て
い
る
中
、
新
た
な
自
衛
隊
病

院
の
設
置
は
難
し
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
小
児
科
医
院
の
誘
致
は
進

ん
で
い
る
か
。

Ａ　
市
医
師
会
な
ど
の
協
力
に

　
　
　
　
　
　
　
　
岡　
德
行

地
理
的
特
性
の
視
点
か
ら
総
合

病
院
の
誘
致
を
考
え
な
い
か

よ
り
小
児
科
診
療
所
の
早
期
開
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

令
和
７
年
４
月
に
制
定
し
た
、
小

児
科
診
療
所
開
設
支
援
事
業
費
補

助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
財
政

支
援
に
よ
る
小
児
科
診
療
所
誘
致

活
動
の
後
押
し
を
行
っ
て
い
る
。

つ
ま
で
無
料
で
開
放
す
る
の
か
。

Ａ　
年
間
を
通
し
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
な
ど
、
来
園
者
の
状
況

や
声
を
確
認
し
、
持
続
可
能
な
運

営
の
仕
組
み
づ
く
り
を
研
究
し
て

い
く
。ま
た
、有
料
化
は
初
期
費
用

の
負
担
を
鑑
み
、
状
況
を
見
極
め

必
要
に
応
じ
て
、調
査
研
究
す
る
。

●
市
民
の
足
に
つ
い
て

Ｑ　
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

考
え
方
や
実
証
実
験
の
概
要
は
。

ま
た
、
海
老
名
市
と
連
携
す
る
こ

と
の
必
要
性
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

公
共
交
通
の
充
実
に
向

け
、
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に

合
っ
た
移
動
手
段
が
選
択
で
き
る

よ
う
、
新
た
な
移
動
手
段
の
導
入

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

目
的
地
と
し
て
ニ
ー
ズ
の
高
い
海

老
名
市
内
の
医
療
施
設
な
ど
に
、

広
域
連
携
に
よ
り
直
接
行
け
る
こ

と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

●
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

Ｑ　
本
計
画
で
定
め
た
基
本
目

標
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
自
然

共
生
や
市
民
の
環
境
意
識
醸
成
に

対
し
、
ソ
フ
ト
面
で
の
事
業
展
開

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
目
標
達
成
状
況
な
ど
を
点

検
・
評
価
し
、
未
達
成
の
取
り
組

み
を
含
め
、
引
き
続
き
推
進
し
て

い
く
。ま
た
、ソ
フ
ト
面
で
も
、
一

層
の
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

価
上
昇
率
を
見
込
み
算
出
し
て
お

り
、
人
件
費
や
物
件
費
の
変
動
に

伴
う
経
費
が
増
加
し
た
場
合
や
、

利
用
者
の
減
少
に
よ
る
収
入
減

は
、
指
定
管
理
者
の
リ
ス
ク
分
担

と
な
る
。
ま
た
、
協
定
書
の
変
更

は
な
い
。

6月18日、「市民ホールコンサート」が開催されました。＜市役所1階市民ホールにて＞

詳しい内容は会議録・HPで
ホームページ

市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部を掲載しています。
詳しくは、市役所内情報公開コーナー、市立図書館、市議会に備えてあ

る会議録をご覧ください。また、
インターネットでも、会議録の 
閲覧や検索ができます。

綾瀬市議会 検索

なお、6月定例会の会議録は、8月下旬に閲覧できる予定です。

志
政
あ
や
せ　
武
藤　
俊
宏

障
が
い
特
性
に
応
じ
た
新
た
な

も
み
の
木
園
の
療
育
体
制
は
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●
小
学
校
・
中
学
校
教
員
の
配
置

状
況
に
つ
い
て

Ｑ　
年
度
途
中
に
教
員
不
足
が

生
じ
た
原
因
と
件
数
は
。

Ａ　
結
婚
期
の
教
員
の
増
加
に

伴
い
、
出
産
休
暇
や
、
男
性
を
含

む
育
児
休
業
取
得
者
が
増
加
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
突
然
の
療
養
休

暇
や
休
職
・
辞
職
な
ど
の
事
案
も

発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
代
替
教
員
が
見
つ
か
ら
ず
、

教
員
不
足
が
生
じ
た
件
数
は
、
令

和
６
年
度
で
６
件
で
あ
っ
た
。

Ｑ　
令
和
６
年
度
に
小
学
校
な

ど
で
教
員
不
足
が
生
じ
た
際
の
、

学
校
現
場
の
対
応
状
況
は
。

Ａ　
校
内
教
員
や
教
育
課
程
・

地
域
連
携
担
当
総
括
教
諭
な
ど
の

配
置
を
変
更
し
た
ほ
か
、
小
学
校

で
は
、
年
度
途
中
か
ら
や
む
を
得

志
政
あ
や
せ　
笠
間　
功
治

小
・
中
学
校
教
員
の
配
置
状
況

と
不
足
す
る
教
員
の
対
応
策
は

ず
教
頭
が
学
級
担
任
を
担
当
し
、

対
応
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

Ｑ　
年
度
途
中
で
教
員
不
足
が

生
じ
な
い
た
め
に
、
市
が
現
在
行

っ
て
い
る
対
策
は
。

Ａ　
広
報
あ
や
せ
や
求
人
サ
イ

ト
へ
の
募
集
記
事
の
掲
載
、
教
員

経
験
者
へ
の
連
絡
な
ど
に
よ
り
人

材
を
確
保
す
る
ほ
か
、
県
教
育
委

員
会
に
対
し
て
、
引
き
続
き
人
材

の
提
供
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　
教
員
の
業
務
負
担
が
増
え

る
中
、
い
じ
め
問
題
や
重
大
事
件

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、
学
校

と
し
て
適
切
に
対
応
で
き
る
か
。

Ａ　
校
長
の
指
示
の
下
、
各
教

員
が
適
切
に
役
割
分
担
を
行
い
、

連
携
し
な
が
ら
組
織
的
に
対
処
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
た
め
、

対
応
は
可
能
と
考
え
る
。

あ
や
せ
未
来
会
議　
畑
井　
陽
子

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
に

向
け
た
課
題
や
今
後
の
方
針
は

●
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い

て
Ｑ　
本
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
進
め
方
は
。

Ａ　
県
の
支
援
教
育
理
念
に
基

づ
き
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

推
進
し
、
就
学
相
談
や
多
様
な
教

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
相
談
体

制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
教
職
員
の
専
門
性
向
上
、
特

別
支
援
学
校
と
の
連
携
や
環
境
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
、
間
口
が
広

く
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
包
摂
的

な
教
育
環
境
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ　
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
の

要
望
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
。

Ａ　
児
童
・
生
徒
の
学
習
面
や

生
活
面
の
相
談
は
、
学
校
で
の
教

育
相
談
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
や

個
別
面
談
な
ど
を
通
し
て
把
握
し

て
い
る
。相
談
業
務
で
は
、主
に
教

育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
に
よ

り
、
医
療
・
福
祉
機
関
や
児
童
相

談
所
な
ど
と
連
携
し
、
丁
寧
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
は
、
学
校
と
教
育
委
員
会
が

連
携
し
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て

Ｑ　
児
童
館
の
運
営
に
子
ど
も

の
意
見
を
さ
ら
に
反
映
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、今
後
の
方
針
は
。

Ａ　
館
内
に
設
置
し
て
い
る
意

見
箱
や
施
設
を
利
用
す
る
子
ど
も

た
ち
の
意
見
を
参
考
に
、
未
就
学

児
用
の
遊
び
道
具
や
体
験
教
室
を

増
や
す
な
ど
、
さ
ら
な
る
利
用
促

進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
綾
瀬
市
立
小
中
学
校
教
育
の
政

策
と
施
策

Ｑ　
綾
瀬
モ
デ
ル
の
部
活
動
地

域
展
開
を
具
体
的
に
ど
う
進
め
る

の
か
。

Ａ　
令
和
７
年
度
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
２
つ

の
競
技
で
、
地
域
ク
ラ
ブ
指
導
士

の
監
督
の
下
、
活
動
す
る
予
定
で

あ
る
。今
後
、ま
ず
は
８
年
度
夏
以

降
の
休
日
か
ら
、
地
域
展
開
で
き

る
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
校
内
教
育
支
援
教
室
の
利

用
状
況
は
。ま
た
、不
登
校
等
支
援

員
の
勤
務
時
間
が
短
い
理
由
は
。

Ａ　
令
和
６
年
度
末
の
利
用
者

は
、
小
学
生
が
54
人
、
中
学
生
が

44
人
で
計
98
人
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
扶
養
の
関
係
な
ど
の
理
由
か

ら
、
不
登
校
等
支
援
員
の
勤
務
時

間
が
短
く
な
っ
た
。

Ｑ　
支
援
教
育
に
つ
な
が
り
の

な
い
児
童・生
徒
へ
の
対
応
は
。ま

た
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
子

ど
も
へ
の
補
助
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　
関
係
教
職
員
等
に
よ
る
電

話
や
訪
問
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ（
※
）な
ど
の

活
用
で
連
絡
を
試
み
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
補
助
制
度
の

検
討
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ　
幼
保
小
の
連
携
の
た
め
、

「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
市
と
し
て
行

わ
な
い
か
。

Ａ　
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
入
学
に
向
け
て
の
情
報
交
換

や
未
就
学
児
と
小
学
１
年
生
の
交

流
の
場
を
設
け
て
い
る
。

�

成
田　
龍
二

新
興
感
染
症
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ

る
可
能
性
を
周
知
し
な
い
か

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人
工

物
と
発
表
さ
れ
た
影
響
に
つ
い
て

Ｑ　
米
国
政
府
は
人
工
物
の
可

能
性
を
発
表
し
た
。
危
機
管
理
の

中
で
、
病
原
体
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
活
用
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
の
検
討

を
妨
げ
る
、法
的
制
約
は
あ
る
か
。

Ａ　
法
的
根
拠
は
な
い
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
に
よ
り
、
総
合
的
な
対
策

を
統
一
的
に
講
じ
る
た
め
の
必
要

な
措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
行
動
計
画
に
よ
る
事
前
準

備
期
の
情
報
提
供
と
し
て
、
感
染

症
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
可
能
性
を

周
知
で
き
な
い
か
。

Ａ　
国
や
県
の
行
動
計
画
で
示

さ
れ
る
情
報
提
供
は
、
住
民
な
ど

が
感
染
危
機
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、

国
や
県
と
異
な
る
見
解
を
一
方
的

に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

●
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
に
つ
い
て

Ｑ　
市
民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

の
た
め
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た

賛
成
派
と
反
対
派
の
対
話
を
、
配

信
希
望
者
に
向
け
て
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
配
信
で
き
な
い
か
。

Ａ　
正
確
な
情
報
を
シ
ン
プ
ル

に
発
信
す
る
こ
と
が
目
的
の
ツ
ー

ル
で
あ
る
た
め
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
機

能
を
追
加
す
る
考
え
は
な
い
。

Ｑ　
生
成
Ａ
Ｉ
は
考
え
る
材
料

を
高
速
で
出
力
す
る
道
具
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
民
の
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
に
資
す
る
た
め
、
生

成
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

の
配
信
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　
配
信
は
考
え
て
い
な
い
。

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

公
明
党　
　
　
天
笠　
哲
史

震
災
に
備
え
た
強
固
な
防
災
体

制
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
は

●
自
分
を
守
る
震
災
の
備
え
に
つ

い
てＱ　

木
造
住
宅
耐
震
化
補
助
事

業
に
て
、
現
在
ま
で
に
拡
充
さ
れ

た
補
助
事
業
の
内
容
は
。

Ａ　
平
成
18
年
度
か
ら
継
続
し

て
補
助
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

主
に
、
委
任
払
い
制
度
や
建
物
除

却
補
助
な
ど
を
拡
充
し
て
い
る
。

Ｑ　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

状
況
を
調
査
し
、
普
及
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
は
。

Ａ　
通
電
火
災
の
危
険
性
や
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
必
要
性
の
啓
発

を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

り
設
置
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
災
害
時
の
通
信
手
段
を
一

本
化
し
、
各
自
治
会
の
情
報
共
有

や
市
と
の
連
携
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
廃
止
後
の

新
た
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
通

信
の
一
本
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　
今
後
、
市
の
防
災
体
制
の

中
で
、
自
治
会
館
を
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
る
考
え
か
。

Ａ　
現
在
、
風
水
害
時
避
難
所

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
が
、
防

災
関
連
計
画
見
直
し
の
中
で
、
各

自
治
会
館
を
自
治
会
の
対
策
本
部

設
置
場
所
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
自
治
会
館
を
複
合
施
設
と

し
て
新
設
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う

な
防
災
機
能
を
持
た
せ
る
の
か
。

Ａ　
地
域
防
災
計
画
な
ど
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
所
管
課

と
協
議
、
調
整
を
行
い
、
必
要
な

機
能
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。市の花「ばら」

公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
選
挙
法
に
よ
る

禁
止
行
為

禁
止
行
為

◇
議
員
の
寄
付
禁
止

◇�

議
員
へ
の
寄
付
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

議
員
が
市
民
に
対
し
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（※）ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカーの略称。
学校生活で困りごとを抱える子どもと保護者を、ソーシ
ャルワークの技術を用いて学校とともに支える福祉の専門
職です。

一般質問の用語説明一般質問の用語説明

志
政
あ
や
せ　
古
郡　
敏
正

教
育
行
政
の
方
向
性
と
小
・
中

学
校
教
育
現
場
と
の
連
携
は
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日
本
共
産
党
あ
や
せ　
上
田　
博
之

危
険
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
発
生
源

な
ど
の
調
査
実
施
を
求
め
る

●
危
険
な
化
学
物
質
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
の
発
生
源
と
市
民
健
康
調
査

Ｑ　

米
国
の
調
査
報
告
書
で

は
、
厚
木
基
地
で
過
去
７
回
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
事
故
が
あ
っ
た
と
さ

れ
る
が
、
市
は
報
告
書
を
入
手

し
、
事
実
確
認
を
し
な
い
の
か
。

Ａ　

米
国
の
調
査
報
告
書
を
入

手
す
る
考
え
は
な
い
。
過
去
に
２

回
は
厚
木
基
地
内
か
ら
泡
消
火
薬

剤
が
漏
出
し
た
事
案
を
承
知
し
て

お
り
、
管
理
の
徹
底
と
迅
速
な
情

報
提
供
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
。

Ｑ　
暫
定
指
針
値
を
超
過
し
た

井
戸
水
を
飲
ん
で
き
た
市
民
に
対

し
、
健
康
調
査
を
行
わ
な
い
か
。

Ａ　
血
中
濃
度
と
健
康
被
害
の

関
係
は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
情
報
収
集

に
努
め
、独
自
調
査
は
行
わ
な
い
。

●
買
い
物
帰
り
に
ひ
と
休
み
で
き

る
「
ま
ち
か
ど
ベ
ン
チ
」
設
置
を

Ｑ　
高
齢
者
や
妊
婦
な
ど
が
、

買
い
物
帰
り
に
荷
物
を
置
い
て
、

ひ
と
休
み
で
き
る
ベ
ン
チ
を
歩
道

や
施
設
の
道
路
沿
い
な
ど
に
設
置

す
る
研
究
を
し
な
い
か
。

Ａ　
歩
行
者
に
対
す
る
空
間
整

備
が
求
め
ら
れ
る
と
想
定
さ
れ
る

た
め
、
周
辺
状
況
へ
の
配
慮
を
前

提
と
し
つ
つ
、
研
究
し
て
い
く
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証
ト
ラ
ブ
ル
回
避

と
資
格
確
認
書
を
全
加
入
者
に

Ｑ　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ

ル
が
増
加
し
て
い
る
が
、
保
険
証

と
同
じ
役
割
の
資
格
確
認
書
を
全

て
の
加
入
者
に
発
行
し
な
い
か
。

Ａ　
一
律
に
資
格
確
認
書
を
交

付
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
必
要
と
す

る
方
に
対
し
、
交
付
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
あ
や
せ　
福
田
久
美
子

小
・
中
学
校
や
公
共
施
設
へ
の

生
理
用
品
設
置
状
況
と
実
績
は

●
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

Ｑ　
小
・
中
学
校
へ
の
生
理
用

品
の
設
置
に
対
す
る
、
児
童
・
生

徒
と
、
対
応
す
る
教
職
員
の
声
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

Ａ　

児
童
・
生
徒
か
ら
は
「
突

然
必
要
と
な
っ
た
時
に
利
用
で
き

て
助
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ

る
。
教
職
員
か
ら
は
「
児
童
・
生

徒
の
心
身
の
不
調
や
家
庭
環
境
の

変
化
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
て
良
い
」
と
の
声
が
あ
る
。

Ｑ　
公
共
施
設
へ
の
生
理
用
品

の
設
置
方
法
と
活
用
実
績
は
。

Ａ　
生
理
用
品
の
受
け
取
り
を

希
望
す
る
意
思
表
示
カ
ー
ド
や
ポ

ス
タ
ー
を
庁
内
５
カ
所
に
設
置
し

て
お
り
、
生
活
支
援
課
や
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
口
頭
で
の

申
し
出
を
せ
ず
に
生
理
用
品
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
配
布
実

績
は
、
年
間
20
件
程
度
で
あ
る
。

●
通
学
路
の
安
全
性
に
つ
い
て

Ｑ　
合
同
点
検
結
果
を
写
真
な

ど
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
周
知

す
る
工
夫
が
で
き
な
い
か
。

Ａ　
点
検
結
果
の
内
容
を
把
握

し
や
す
く
す
る
た
め
、
地
図
を
活

用
し
た
資
料
の
掲
載
な
ど
各
市
の

例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
小
学
校
に
隣
接
す
る
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
建
設
計
画
に
対

し
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
や
地

域
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
ど
う
事

業
者
へ
規
定
し
て
い
く
か
。

Ａ　
綾
瀬
市
開
発
行
為
に
関
す

る
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
丁
寧
な

説
明
と
誠
意
あ
る
対
応
に
努
め
る

よ
う
引
き
続
き
指
導
し
て
い
く
。

公
明
党　
　
　
内
山　
恵
子

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
に

向
け
た
市
の
取
り
組
み
は

●
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

Ｑ　
小
学
校
の
始
業
前
に
学
校

で
児
童
を
預
か
る
「
朝
の
見
守

り
」
に
対
す
る
本
市
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

一
部
の
自
治
体
で
朝
の
見

守
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
を
適
切

に
把
握
し
、
必
要
と
判
断
し
た
場

合
に
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

実
施
場
所
や
方
法
な
ど
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

Ｑ　
産
後
う
つ
予
防
を
含
む
父

親
へ
の
育
児
支
援
と
し
て
、
県
作

成
の
「
パ
パ
ノ
ミ
カ
タ
」
を
周
知

し
な
い
か
。
ま
た
、
父
親
向
け
の

料
理
教
室
や
先
輩
パ
パ
と
の
懇
談

会
な
ど
の
機
会
を
設
け
な
い
か
。

Ａ　
父
親
の
育
児
参
加
へ
の
具

体
的
な
方
法
や
、
子
ど
も
の
年
齢

に
応
じ
た
遊
び
方
な
ど
が
掲
載
さ

れ
た
県
作
成
の
「
パ
パ
ノ
ミ
カ

タ
」
を
、
妊
娠
届
出
時
の
面
接
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い

く
。ま
た
、父
親
を
対
象
と
し
た
事

業
を
通
じ
、
今
後
も
継
続
し
て
父

親
の
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　
国
が
中
小
企
業
を
対
象
に

実
施
す
る
、
仕
事
と
育
児
の
両
立

を
支
援
す
る
専
門
家
に
よ
る
無
料

相
談
窓
口
な
ど
の
事
業
を
、
市
内

中
小
企
業
に
周
知
し
な
い
か
。

Ａ　
中
小
企
業
の
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
は
必
要
な
こ
と

と
認
識
し
て
い
る
。
国
が
実
施
す

る
支
援
事
業
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
だ
け
で
な
く
、
あ
や
せ
工
場
ス

マ
ー
ト
ナ
ビ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
を
通
じ
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で

情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

公
明
党　
　
　
野
田　
広
吉

本
市
に
お
け
る
大
規
模
地
震
発

災
時
の
避
難
体
制
や
備
え
は

●
地
震
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　
災
害
発
生
時
、
一
次
避
難

所
で
あ
る
各
学
校
へ
、
車
両
に
よ

る
避
難
が
可
能
か
。

Ａ　

多
く
の
車
両
が
避
難
所
に

押
し
寄
せ
る
こ
と
は
、
道
路
啓
開

や
緊
急
車
両
通
行
な
ど
の
支
障
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
は
、
車
両
で
し
か
移
動

で
き
な
い
要
配
慮
者
を
除
き
、
徒

歩
で
移
動
で
き
る
方
の
車
両
に
よ

る
避
難
は
想
定
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録

制
度
に
よ
る
個
別
避
難
計
画
の
作

成
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

Ａ　
令
和
５
年
度
よ
り
関
係
各

課
や
自
治
会
な
ど
の
避
難
支
援
者

と
調
整
を
進
め
、
６
年
12
月
よ
り

民
生
委
員
に
よ
る
個
別
避
難
計
画

の
作
成
支
援
を
開
始
し
た
。
６
年

度
末
に
は
74
件
の
計
画
作
成
が
完

了
し
、
地
域
の
関
係
団
体
と
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
。
７
年
度
か

ら
は
、
民
生
委
員
の
ほ
か
、
福
祉

専
門
職
に
よ
る
作
成
支
援
も
開
始

し
、
重
度
障
が
い
者
な
ど
、
自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
避
難
行

動
要
支
援
者
の
計
画
作
成
に
向
け

て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
配
管
の
断
裂
や
断
水
に
備

え
て
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

井
戸
水
の
表
示
を
し
な
い
か
。

Ａ　
令
和
７
年
度
に
井
戸
水
の

現
状
に
関
す
る
再
調
査
を
行
い
、

災
害
時
に
井
戸
水
を
有
効
活
用
で

き
る
体
制
を
再
構
築
す
る
と
と
も

に
、
井
戸
所
有
者
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
よ
り
良
い
周
知
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

市の木「やまもみじ」

６月21日及び24日、「菜速あやせコーン販売会」が開催されました。
＜市役所１階にて＞

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

　
　
ミ
ニ
知
識

「
本
会
議
と

「
本
会
議
と

��

委
員
会
」

委
員
会
」

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
4
回
3
月
、

6
月
、
9
月
、
12
月
に
開

催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、
承
認
、
同
意
な
ど

は
、
こ
の
本
会
議
で
行
わ

な
け
れ
ば
法
的
な
効
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
比
べ
委
員
会

は
、
議
会
の
内
部
組
織
と

し
て
、
議
員
の
一
部
を
も

っ
て
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、
議
会
の
運
営

を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
の
他
に
綾
瀬
市
に

は
、
3
つ
の
常
任
委
員
会

と
基
地
政
策
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

委
員
会
は
、
本
会
議
で
の

審
議
の
予
備
的
審
査
、
調

査
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

令和 7年（2025年） 8 月 第208号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 4）



6月定例会で可決された意見書6月定例会で可決された意見書
給食の無償化に際し、質・量の確保を担保する
ための国による十分な予算措置を求める意見書

学校給食は、成長期にある児童・生徒の心身の発達において極めて重要
な役割を果たしている。また、子育て中の保護者の立場からみても、家事
の負担軽減が図られるなど、子育て支援策としても重要な施策となってい
る。しかしながら、近年の物価高騰の影響により、多くの自治体で給食の
質及び量の確保が困難となり、給食食材費の値上げが行われている実態が
ある。
このような中、国による給食無償化の実現は、給食の安定供給と成長期

の児童・生徒の心身の健康、子育て世帯の負担軽減、また少子化対策への
貢献という面からも、極めて重要な政策的意義を有する。
令和７年２月に自民党、公明党の政府与党と日本維新の会の三党合意に

より、小学校における全国一律の給食無償化を令和８年度から実施し、中
学校についても可能な限り早期の実現を図る方針を示している。
給食無償化の開始時期について、具体的な方向性が示されたことは、歓

迎すべきである。しかし全国一律の無償化により、自治体ごとに格差が生
じる懸念が想定される。自治体によっては、十分な予算配分が行えないこ
とも想定され、その結果、給食の質や量の維持が困難となることが考えら
れる。
したがって、国は給食の質と量の維持・向上という観点から十分な予算

措置を行うべきである。
国は給食無償化の実施に当たっては、全ての児童・生徒の健やかな成長

を促す上において、給食の質及び量の担保を可能とする十分な予算措置を
講じるとともに、自治体格差が生じないよう次の事項について特段の取組
を強く求める。
１�　給食無償化の実施に当たっては、物価高騰等の影響により給食の質や
量が低下することのないよう、国による適切な制度設計と十分な予算措
置を講じること

２�　長期欠席児童・生徒や学校外で学ぶ子供たちにも給食無償化の恩恵が
及ぶよう、柔軟かつ実効性のある支援制度を整備すること

３　中学校の給食無償化についても可能な限り早期実現を図ること
以上、地方自治法第９９条に基づき意見書を提出する。
　令和７年６月２０日

� 綾瀬市議会議長　齊　藤　慶　吾　

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　　あて

再審法改正を求める意見書

冤罪は、最大の人権侵害の一つである。冤罪被害者の人権救済は、我が
国にとってはもちろん、地域住民の生命・財産を守る義務を有する地方自
治体にとっても重要な課題であるといえる。
ところで、冤罪被害者を救済するための制度としては「再審」がある。
しかし、その手続を定めた法律（刑事訴訟法第四編「再審」）には、再審
請求手続の審理の在り方に関する規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁
量に委ねられている。
このように、言わば「再審のルール」が存在しない状態となっているた
め、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁判官によってまち
まちとなっており、再審請求手続の審理の安定した進行が制度的に担保さ
れていない状況にある。
その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。
過去の多くの事例では、再審段階で明らかになった、警察や検察庁とい
った捜査機関の手元にある証拠が、冤罪被害者を救済するための大きな原
動力となっている。
したがって、冤罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠
を利用できるよう、これを開示させる仕組みが必要であるが、現行法には
そのことを定めた明文の規定が存在せず、再審請求手続において証拠開示
がなされる制度的保障はない。そのため、裁判官や検察官の対応により、
証拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であって、このような格
差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が必要であ
る。
また、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事
例が相次いでおり、再審請求を行った方の速やかな救済が遅れる原因とな
っている。
しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するにとどまり、
有罪・無罪の判断は再審公判において行うことが予定されており、そこで
は検察官にも有罪立証をする機会が与えられている。
そこで、再審開始決定という、言わば中間的な判断に対して検察官の不
服申立てを認めることは、法改正により制限するべきである。
よって、冤罪被害者を早く確実に救済するために、一刻も早く再審法を
改正するよう強く求めるものである。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和７年６月２０日

� 綾瀬市議会議長　齊　藤　慶　吾　

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　法務大臣　　あて

『意見書』とは『意見書』とは
市民の皆さんからの要望や意見を、国政や県政に反映させるため、地
方自治法第99条「議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」との規定に
基づき、国や県に対し議長が議会を代表して提出するものです。

議 会 の 動 き議 会 の 動 き
●
５
月

20
日　
議
会
全
員
協
議
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

●
６
月

２
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）・
議
会
運
営
委
員
会

・議
会
全
員
協
議
会

５
日　
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

６
日　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
日　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

11
日　
基
地
政
策
特
別
委
員
会

16
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）

17
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

３
日
）・
議
会
運
営
委
員

会

20
日　

�

６
月
定
例
会
本
会
議
（
最

終
日
）・
議
会
全
員
協
議

会
・議
会
報
編
集
委
員
会

●
７
月

18
日　

�

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

運
営
委
員
会

28
日　
７
月
臨
時
会

31
日　

�

議
会
報
編
集
委
員
会
・
厚

木
基
地
に
関
す
る
要
望
書

提
出
（
防
衛
省
ほ
か
）

●
８
月

１
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視

察
（
東
京
都
狛
江
市
）

６
日
～�

７
日　
基
地
政
策
特
別
委

員
会
行
政
視
察
（
石
川
県

小
松
市
・小
松
基
地
）

あやせ市議会だよりにあやせ市議会だよりに
ユニバーサルデザインフォントをユニバーサルデザインフォントを
導入しました導入しました

あやせ市議会だよりでは、誰にとっても読みやすく、
分かりやすい紙面にするため、ユニバーサルデザイン
フォント（ＵＤフォント）を導入しました。
「文字のかたちが分かりやすいこと」、「文章が読みや
すいこと」、「読み間違えにくいこと」などをコンセプ
トに開発されたＵＤフォントの特徴として、文字の判
別がしやすいこと、濁点・半濁点の区別がつきやすい
ことなどが挙げられます。

あやせ市議会だよりは
ユニバーサルデザイン
フォントを使用してい
ます。

【従来のフォント】
あやせ市議会だよりは
ユニバーサルデザイン
フォントを使用してい
ます。

【ＵＤフォント】

ＵＤフォント

ブブ
従来のフォント

比較（文字の太さ設定は同じ）
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地方自治法および綾瀬市議会政務活動費
の交付に関する条例に基づき、議員の調査
研究その他の活動に資するために必要な経
費の一部として、各会派に対して所属議員
１人当たり月額12,500円の政務活動費を交
付しています。
令和6年度における各会派の支出状況は
表のとおりです。なお、対象となる経費の
範囲などは市ホームページをご覧いただく
か、議会事務局に問い合わせてください。

令和6年度
政務活動費
会計報告

会派名

項　目
志政
あやせ 公明党 あやせ

未来会議
日本共産党
あやせ

住み良い綾瀬を
つくる会

リベラル
あやせ

参政党あやせ
市民に伝える会

交 付 額 1,087,500 600,000 337,500 300,000 150,000 150,000 150,000

調査研究費 261,952 0 47,890 85,450 0 0 290

研 修 費 0 321,752 196,876 117,966 83,340 0 0

広 報 費 614,707 0 4,060 72,130 215,881 88,385 140,090

広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 76,745 108,697 12,177 600 300 20,266 300

資料購入費 126,387 157,125 19,258 39,460 0 1,018 8,500

支 出 合 計 1,079,791 587,574 280,261 315,606 299,521 109,669 149,180

残 額
（市へ返戻） 7,709 12,426 57,239 0 0 40,331 820

令和6年度政務活動費会計報告 （単位：円）

会派の名称 所属議員

志 政
あ や せ

齊藤　慶吾　　武藤　俊宏　　橘川　佳彦（令和 6年 6月まで）
古市　　正　　金江　大志　　石井　麻理　　笠間　功治
古郡　敏正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公 明 党 内山　恵子　　三谷　小鶴　　天笠　哲史　　野田　広吉
あ や せ
未 来 会 議 安藤多惠子　　佐竹　百里（令和 6年 6月まで）　　畑井　陽子

日 本 共 産 党
あ や せ 上田　博之　　福田久美子　　　　　　　　　　　　　　

無
会
派

住 み 良 い
綾 瀬 を
つ く る 会

越川　好昭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

リ ベ ラ ル
あ や せ 岡　　德行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参 政 党
あ や せ
市 民 に
伝 え る 会

成田　龍二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会派名簿

※�令和6年度の各会派に所属していた議員名を掲載しています。
※�会派の名称欄中、無会派欄に記載の会派名は、議会運営上の交渉会派を結
成していない議員が、政務活動費の交付を受けるために届け出た会派名で
す。

（令和7年３月３１日現在）

アジサイが咲いていました。（６月中旬）＜陽だまり公園にて＞

・傍聴の際、希望の方には議案資料を貸し出します。
　資料は10部限りですので、窓口での申し込み順となります。
・開会時間は午前９時、26日（金）は午前９時30分になります。
・日程や時間は変更することがありますので、議会事務局に問い合わせてください。
　※手話通訳をご希望の方は、傍聴２週間前までに議会事務局にご連絡ください。

９月定例会のご案内会期日程（予定）
9月1日（月） 本会議（議案審議）
　　2日（火） 本会議（議案審議）
　　5日（金） 市民福祉常任委員会
　　8日（月） 経済建設常任委員会
　　9日（火） 総務教育常任委員会
　　10日（水） 市民福祉常任委員会
　　11日（木） 経済建設常任委員会
　　12日（金） 総務教育常任委員会
　　17日（水） 基地政策特別委員会
　　19日（金） 本会議（一般質問）
　　22日（月） 本会議（一般質問）
　　24日（水） 本会議（一般質問）
　　26日（金） 本会議（委員長報告～採決）

　　　　　　　１２月定例会　11月27日～12月17日
　　　令和8年３月定例会　2月25日～3月23日
今後の予定

　議会事務局　☎0467-70-5644 　FAX 0467-70-5706
　　　　　　　 wm.705644@city.ayase.kanagawa.jp

あなたも傍聴してみませんか

令和 7年（2025年） 8 月 第208号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 6）



請 願・ 陳 情 の 審 査 結 果
付託委員会 件　　　　　名 審 査 日

結 果

総 務 教 育

日米地位協定の抜本改定を求める意
見書を国に提出することを求める請
願

令和7年6月9日
不 採 択 と
す べ き も の

地方財政の充実・強化を求める意見
書を国に提出することを求める陳情
書

令和7年6月9日
趣 旨 不 了 承

市 民 福 祉

マイナ保険証の保有の有無にかかわ
らず、国民健康保険加入者全員に資
格確認書を発行する手続を、行わせ
るための対応を求める意見書を国に
対して提出することを求める陳情

令和7年6月5日
趣 旨 不 了 承

マイナ保険証の保有の有無にかかわ
らず、国民健康保険加入者全員に資
格確認書を発行することを求める陳
情

令和7年6月5日
み な し
趣 旨 不 了 承

区　分 定数 所　管　事　項

総 務 教 育
常 任 委 員 会 ６

市長室、経営企画部、総務部、会計課、議会、
監査委員、選挙管理委員会、固定資産評価審査
委員会及び教育委員会の所管する事項並びに他
の常任委員会の所管に属さない事項

市 民 福 祉
常 任 委 員 会 ７ 福祉部、福祉事務所、市民環境部、健康こども

部、消防本部及び消防署の所管に属する事項

経 済 建 設
常 任 委 員 会 ７ 産業振興部、都市部、土木部及び農業委員会の

所管に属する事項

区　分 定 数 氏　　　名

議 長 １ 　齊藤　慶吾　　　　　　　　　　　　　　

副 議 長 １ 　金江　大志　　　　　　　　　　　　　　

議 会 選 出
監 査 委 員 １ 　石井　麻理　　　　　　　　　　　　　　

議 会 運 営
委 員 会 ８

◎古市　　正　○三谷　小鶴　　古郡　敏正
　笠間　功治　　天笠　哲史　　上田　博之
　武藤　俊宏　　安藤多惠子　　　　　　　

総 務 教 育
常 任 委 員 会 ６ ◎武藤　俊宏　○野田　広吉　　石井　麻理

　古市　　正　　上田　博之　　安藤多惠子

市 民 福 祉
常 任 委 員 会

７
（欠員1）

◎笠間　功治　○天笠　哲史　　越川　好昭
　齊藤　慶吾　　三谷　小鶴　　福田久美子

経 済 建 設
常 任 委 員 会

７
（欠員1）

◎内山　恵子　○古郡　敏正　　岡　　德行
　成田　龍二　　金江　大志　　畑井　陽子

基 地 政 策
特 別 委 員 会 ９

◎古市　　正　○三谷　小鶴　　古郡　敏正
　笠間　功治　　石井　麻理　　野田　広吉
　越川　好昭　　畑井　陽子　　上田　博之

議 会 報 編 集
委 員 会 ７

◎畑井　陽子　○福田久美子　　古郡　敏正
　石井　麻理　　天笠　哲史　　成田　龍二
　三谷　小鶴　　　　　　　　　　　　　　

高 座 清 掃
施 設 組 合
議 会 議 員

５ 　古郡　敏正　　野田　広吉　　金江　大志
　上田　博之　　齊藤　慶吾　　　　　　　

広 域 大 和
斎 場 組 合
議 会 議 員

３ 　笠間　功治　　三谷　小鶴　　齊藤　慶吾

� 令和7年７月１日現在

� ◎委員長　○副委員長各委員会などの構成一覧

各常任委員会の所管事項
多岐にわたる行政の事務を能率的に調査・審議するため、委員会を所管

ごとに設けています。

配布に関する問い合わせ配布に関する問い合わせ
市議会だよりの汚損・破損や配布漏れなど、配布に関する
お問い合わせは、株式会社メディア・ソリューション・セン
ターのポスティングコールセンター（☎0120-221-523、月～
土曜日、午前9時～午後6時）へ問い合わせてください。

次号は、令和7年11月15日に発行予定です。

◆どなたでも提出できます
市民の皆さんは、身近で困っている問題について市議会にその
実情を訴えることができます。これを請願や陳情といいます。

◆提出には、次のことに注意してください
・�書式は≪例≫を参考に、日本語で簡潔にまとめてください。内
容が２件以上にわたるときは、１件ごとに提出してください。
・請願（陳情）者が複数の場合は、代表者を決めてください。
・�請願（陳情）は、必ず議会事務局へ持参してください。
・�定例会初日前３日（土･日曜日､休日を除く）までに提出してく
ださい。郵送の場合は、請願（陳情）として受け付けることは
できませんが、要望書として全議員に配付します。
・�請願（陳情）者の住所・氏名は一般に公開されますので、あら
かじめご了承ください。

※�請願には１人以上の
紹介議員が必要です
が、陳情には必要あ
りません。請願と陳
情の違いなど詳しく
は議会事務局に問い
合わせてください。
※�請願（陳情）者が数人
連署する場合は全員
の住所、氏名、押印
（記名の場合のみ、署
名の場合は不要）を
お願いいたします。

市議会への請願や陳情

《例》

○○○に関する請願（陳情）

綾瀬市議会議長
○○○○　殿
紹介議員
　　（署名又は記名押印）
請願（陳情）者
　　　住所
　　　氏名　○○○○　印
　　　（氏名は署名又は記名押印）

令和　年　月　日

趣旨
理由

市議会本会議の様子を市議会本会議の様子を
� インターネットで！� インターネットで！
市議会では、市民の皆さんに議会の様子をお伝えするため、

本会議のインターネット配信を行っています。
本会議中の議場の様子をそのまま公開する「ライブ中継」と、会議日程などから

見たい場面を探すことのできる「録画中継」を配信しています。
録画中継は、本会議終了後 4日程度（土・日曜日、休日除く）で視聴できます。
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● 5月臨時会の審議結果一覧表 ○　賛成　　●　反対　　○　退席

番　号 案　　件　　名 結　果　と
議　決　日

案件に対する賛否（◎会派の代表者）

志政あやせ 公明党
あやせ
未来
会議

日本
共産党
あやせ

所属
なし

◎
齊
藤
　
慶
吾

　
武
藤
　
俊
宏

　
古
市
　
　
正

　
金
江
　
大
志

　
石
井
　
麻
理

　
笠
間
　
功
治

　
古
郡
　
敏
正

◎
内
山
　
恵
子

　
三
谷
　
小
鶴

　
天
笠
　
哲
史

　
野
田
　
広
吉

◎
安
藤
多
惠
子

　
畑
井
　
陽
子

◎
上
田
　
博
之

　
福
田
久
美
子

　
越
川
　
好
昭

　
岡
　
　
德
行

　
成
田
　
龍
二

第２８号議案 令和 ７年度綾瀬市一般会計補正予算（第 １号） 可決 5月13日 ○ ○

※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２９号議案 専決処分の承認について（綾瀬市市税条例の一部を改正する条例） 承認 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３０号議案 専決処分の承認について（綾瀬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３１号議案 綾瀬市監査委員の選任について 同意 〃 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ６月定例会の審議結果一覧表 ○　賛成　　●　反対

番　号 案　　件　　名 結　果　と
議　決　日

案件に対する賛否（◎会派の代表者）

志政あやせ 公明党
あやせ
未来
会議

日本
共産党
あやせ

所属
なし

◎
古
市
　
　
正

　
武
藤
　
俊
宏

　
齊
藤
　
慶
吾

　
金
江
　
大
志

　
石
井
　
麻
理

　
笠
間
　
功
治

　
古
郡
　
敏
正

◎
三
谷
　
小
鶴

　
内
山
　
恵
子

　
天
笠
　
哲
史

　
野
田
　
広
吉

◎
安
藤
多
惠
子

　
畑
井
　
陽
子

◎
上
田
　
博
之

　
福
田
久
美
子

　
越
川
　
好
昭

　
岡
　
　
德
行

　
成
田
　
龍
二

第３２号議案 綾瀬市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 6月20日 ○ ○

※
議
長
（
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３３号議案 綾瀬市立公民館条例及び綾瀬市自治会館条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ●

第３４号議案 綾瀬市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

第３５号議案 動産の取得について（ガス式連続焼物機） 可決 6月 2日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３６号議案 市道路線の認定について（Ｒ８８０－ ２ ） 可決 6月20日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３７号議案 市道路線の認定について（Ｒ１６２９－ ７ ） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３８号議案 綾瀬市総合計画２０３０基本構想の変更について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○
第３９号議案 令和 ７年度綾瀬市一般会計補正予算（第２号） 可決 6月 2日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第４０号議案 令和 ７年度綾瀬市一般会計補正予算（第３号） 可決 6月20日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 １ 号諮問 人権擁護委員の候補者の推薦について 同意 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 ２ 号諮問 人権擁護委員の候補者の推薦について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 ３ 号諮問 人権擁護委員の候補者の推薦について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 ４ 号諮問 人権擁護委員の候補者の推薦について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第 ７ 号 日米地位協定の抜本改定を求める意見書を国に提出することを求める請願 不採択 〃 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 案
第 ２ 号

給食の無償化に際し、質・量の確保を担保す
るための国による十分な予算措置を求める意
見書

可決 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 案
第 ３ 号 再審法改正を求める意見書 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

� ※議長（採決には加わりません）

● 7月臨時会の審議結果一覧表 ○　賛成　　●　反対

番　号 案　　件　　名 結　果　と
議　決　日

案件に対する賛否（◎会派の代表者）

志政あやせ 公明党
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未来
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龍
二

第４1号議案 不動産（建物）の取得について（（仮称）綾瀬市総合教育支援センター教育支援教室棟） 可決 7月28日 ○ ○ ※○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

� ※議長（採決には加わりません）

令和 7年（2025年） 8 月 第208号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 8）


